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を
確
保
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
と
め
に
も
、
土
地
を
実
っ
た

り
、
中
京
を
新
築
し
た
と
き
に
は
、
登
記

を
済
ま
せ
な
い
と
第
三
者
に
肉
出
品
河
内
接

絡
を
…
主
擦
で
き
を
く
な
り
ま
す
“

絞
殺
州
制
緩
?
叫
叱
こ
の
よ
う
な
と
き

の
淡
町
鋭
か
ら
、
八
対
畿
、
合
畿
、
地
滅
的

社
会
の
仕
組
み
が
複
雑
に
な
っ
て
き
だ
鮮
舎
で
は
、
暮
ら
し
の
な
か
で
い
や
お
う
な
く
濁
り
ご
と
、
絡
み
を
、
ト

ラ
フ
一
ル
怠
ど
に
喜
す
る
こ
と
蓄
え
て
き
ま
し
た
e

市
で
は
、
み
怠
さ
ん
が
絡
み
な
ど
に
盗
霞
し
甘
ん
湾
そ
訟
問
題

の
解
決
の
お
牢
伝
い
を
す
る
た
め
に
、
務
民
稽
談
室
を
騎
段
し
、
行
政
・
人
権
箆
麗
・
法
律
な
ど
各
霊
穏
設
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。
相
憎
談
何
回
は
ほ
等
閑
日
の
出
閣
議
を
膏
す
る
方
が
紡
れ
、
抽
出
料
で
ゐ
な
さ
ん
に
分
か
り
ゃ
す
く
的
世
帯
同
や
指
導
を

行
い
荻
す
@
ひ
む
り
で
拙
四
時
串
怠
い
で
、
明
暗
気
緩
h
L
お
織
し
く
だ
さ
い
。
格
験
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
忌
〈
守
ら
れ
ま
す
。

官ス

役
所
得
に
連
絡
し
て
解
決
す
る
た
め
の

や
総
い
を
し
て
い
ま
す
。

制
緩
問
時
は
線
向
月
初
お
剣
山
士
総
級

品
棋
耕
一
閉
め
市
総
カ
レ
ン
ダ
ー
齢
制
問
〉
、
事

前
開
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
。
な
お
‘

制
相
談
は
常
」
務
、
宇
紙
で
あ
総
織
で
す
。

行
政
制
談
員
は
坑
内
湯
り
で
す
a

木
町
議
(
本
町
」
官
一
世
}
1
8
5
9

斎
藤
栄
子
(
泉
)
官
(
制
)
8
7
4
5

時
臨
轄
額

修
さ
ん
の
な
か
に
は
、
絞
殺
時
一
滋
に

お
い
て
‘
十
市
役
務
や
公
殺
が
一
竹
っ
て
い

る
仕
事
に
つ
い
て
、
否
決
や
饗
怒
-
震
え

な
ど
を
お
持
ち
の
方
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

行
設
穆
談
で
は
こ
う
し
た
こ
と
に
、

公
平
、
中
立
な
第
三
者
約
立
場
に
立
つ

総
務
庁
b

投
資
か
ら
袋
縫
さ
れ
た
行
政
抑
制

緩
災
が
応
対
。
殺
さ
ん
の
制
閣
総
制
相
手
と

な
コ
よ
O
M
絡
を
向
問
い
、
こ
れ
を
鰯
即
時
の

関
関
臨
時
躍
i

人
構
擁
謹
韓
議

人
権
と
は
、
人
間
聞
が
人
と
し
て
本
来

ド
開
附
忠
雄
悦
〈
内
問
山
川
}
惜
〈
山
側
〉
0
0
0
G
2

鈴
木
一
線
(
機
問
〉
惜
〈
開
〉
4
4
1
1

別
府
者
十
乎
(
M

開
問
~
間
〈
引
例
J
2
3
2
0

千

葉
録
制
吋
淡
絡
会
会
制
限
一
円
支
絞
め
殺
係
ヂ

担
問
当
的
方
が
ん
持
じ
て
い
ま
?
匂

お
談
話
時
は
鯵
月
簿
記
本
裕
也
口
、
午

始
前
玲
時
か
ら
亙
午
ま
で
で
す
。

鶴
轍
髄
瞬
間
組
|

法
種
調
欝

私
た
ち
の
世
帯
ら
し
は
、
常
日
ご
ろ
か

ら
出
回
に
滋
え
な
い
法
内
決
ま
り
に
よ
っ

て
守
ら
れ
て
お
り
、
法
伸
博
を
綴
れ
で
は

響
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
抑
制
印
刷
1

金
銭
的
阿
川
悶
‘

級
品
閥
、
州
民
感
附
附
附
閥
れ

ur淡
僚
の
か
ら
ん
日

開
問
絡
で
お
削
糊
み
的
方
は
、
淡
時
仲
町
制
総
合

ご
初
判
制
捌
く
だ
患
い
像
前
か
ら
後
紙
し
た

4
名
の
弁
惜
現
金
が
、
専
門
家
的
立
場
か

ら
透
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
奇
い
た
し
ま
す
。

拍
相
談
日
時
は
毎
波
大
曜
日
(
祝
臼
は

絵
く
て
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
ま

で
で
す
。
ー
日
円
相
談
者
数
は
お
お
よ

そ
8
1
玲
人
。
受
け
付
け
は
、
午
前
8

呼
部
分
か
ら
広
報
広
務
課
広
務
係
で
行

っ
て
い
ま
す
。

内
制
問
い
合
わ
せ
ば
織
広
勝
課
広
務
係

開
醐
醐
醐
悶
悶
醐
ー

も

っ

て

い

る

警

て

す

べ

て

の

人

が

本

動

等
し
く
幸
せ
な
魚
崎
怖
を
党
む
た
め
の
議
戦
業
が
な
ん
で
あ
れ
私
達
の
ま
↑
活
は
、

本
的
財
な
後
初
T
す
。
近
年
の
よ
う
に
悶
一
援
の
土
地
や
建
物
を
使
間
期
す
る
こ
と

ま
す
る
し
く
変
化
す
る
数
品
川
の
な
か
で
な
し
に
は
成
り
立
ち
ま
ぜ
ん
。
そ
の
た

は
、
人
織
が
問
問
機
祭
れ
る
ケ
ー
ス
も
や
め
に
は
、
総
人
所
符
の
ふ
議
や
綾
鞠
を

な

く

あ

り

ま

せ

ん

。

織

り

た

り

す

る

斗

と

も

少

な

く

あ

り

ま

人
議
機
舗
網
油
相
綴
で
は
淡
組
制
火
問
料
か
ら
せ
ん
。

情
吉
見
抗
さ
れ
た
人
綴
機
織
祭
関
門
が
応
対
。
不
動
燃
抑
制
州
酬
で
は
、
ニ
め
よ
う
な
役

最
近
、
大
き
な
社
会
隣
国
阻
に
な
っ
て
い
地
・
検
欲
肉
附
細
か
ら
不
動
必
然
繁
喰
滋

る
号
い
と
め
」
間
同
略
国
か
ら
恋
人
の
出
席
待
、
地
建
物
な
ど
不
動
串
概
念
抗
戦
口
泌
す
&
滋

不
当
な
差
問
刷
、
ひ
ど
い
謹
音
'
悪
臭
な
問
題
に
つ
い
て
の
抑
制
緩
口
、
子
議
祭
忽

ど
、
人
権
を
侵
害
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
地
建
物
取
引
業
協
合
我
孫
子
受
擦
の
み

に
つ
い
て
の
拍
制
裁
に
応
じ
て
い
ま
す
。
な
さ
ん
が
洛
ヒ
て
い
ま
す
。

担
制
絞
お
時
は
ん
棒
凶
月
お
日
様
後
(
広
報
相
相
談
臼
時
は
華
詞
月
第
Z
金
田
端
呂
(
絞

殺
終
一
出
め
市
閥
抗
カ
レ
ン
ダ
ー
参
陣
〉
‘
午
自
は
品
開
く
)
、
午
翁
四
時
か
ら
午
後
3

終
日
何
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
。
な
お
、
時
ま
で
で
す
。

惜
別
録
的
中
々
は
、
衛
隊
抑
制
絞
殺
で
の
滋
例

機
絞
め
は
か
、
拘
同
様
で
も
抑
制
州
側
を
品
別
け

人
臨
機
捕
時
綴
泌
総
は
次
的
ぬ
り
で
ナ
砂

崩
中
毅
純
(
中
隙
v
惜
(
制

}
1
0
5
9

お
弁
明
哨
閥
均
(
布
佐
~
官
(
的
〉
Z
3
5
1

右iこ奇襲11li!~栂淡のほか、市や関係機関では、下

表のよう主主穏談後E定例的犯行っています。祝日の関
係などで、隊長義臼普警が多少愛媛はなる場合もありま

すので、fE.緩霊童終E患のF告主義カレンダーで、隠健日な
ど確認のうえ、司王宮震後!とご務倒ください。

欄
制
調
翻
鶴
騒
i

盤
盟
轄
鞍

ゑ
凶
端
、
総
帥
仰
は
}
生
滋
か
け
て
絞
慨
博

し
た
火
切
な
時
制
緩
で
す
か
ら
喰

日?国自⑭冒私乱忠商一

述
書
同
期
牒
業
省
で
は
、

6
月
1
日
浅
在

で
稼
業
統
計
調
査
を
索
機
し
ま
す
悶

こ
の
調
査
は
、
全
国
的
却
売
業
、
小

売
業
を
営
ん
で
い
る
す
べ
て
の
商
庖
を

対
象
と
す
る
麹
査
で
、
商
脂
の
眠
売
活

動
的
実
態
や
分
布
状
況
及
。
府
間
ロ
間
的
全

附
則
的
叫
な
縫
滋
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
お
的
止
し
た
、
い
わ
ば
必
聞

と
も
い
う
〈
き
滋
酬
明

立十tえ対絶F号イえ

そ
の
絞
殺
は
附
側
、
市
に
お
け
る

総
輸
端
的
育
成
策
.
公
判
附
・
な
療
な
と
の

盤
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
事
札
る

の
み
な
ら
ず
、
商
庖
の
絞
殺
綴
札
制
と
L

て
も
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
ロ

5
月
下
旬
頃
か
ら
統
計
務
査
員
が
議

席
の
皆
織
の
と
こ
ろ
に
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
こ
の
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
包

時
間
問
い
合
わ
せ
ん
比
綴
広
世
間
諜

j実宰本のfe. 2ま総下21 
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子

岱

v
i四品
J
j拡
語
審
一
言

vr あ

品
一
品

て
い
く
た
め
の
カ
に
な
る
知
識
や
技
僚

を
、
議
内
各
地
に
次
絡
を
つ
〈
り
な
が

ら
身
に
つ
け
て
い
事
ま
せ
ん
か
合

V
対
象
各
地
域
内
子
ど
も
畿
の

5
・

第733~警

A
Hリ
械

嚇

担比
F

}

勺
1
J

んム

a
k
一一般一

J
引

p
-
a
3
-

山

手

J

口
問
山
一
一
閣
~
一

見
繍
一
場
一
郎
、
日

告

[

鴇

コ

今
年
も
水
泳
織
物
閣
の
花
開
悶
議
内
総

花
に
あ
わ
せ
、
裁
5
削
削
あ
や
め
務
り
を

間
開
催
し
ま
す
。
察
庁
日
怨
府
開
会
せ
は
、
綴

し
物
的
メ
イ
ン
と
な
る
湾
内
品
市
内
務
総

数
少
銭
円
築
し
辛
す
。

マ
申
込
蜘
欄
間
関

5
R月
町
民
(
史
)
ま
で

wv
山凶点制制

1
径
一
関
2
0
0
0
内
閣
地

気
コ
ン
々
ン
ト
1
側
1
0
0
0
m円

マ
申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ

。
第
5
悶
あ
や
め
繰
り
災
行
後
関
H
A官

小
池
惜
(
鴎
〉

1
6
1
5

mM
糊
同
工
観
光
課
程
{
部
)
1
1
1
1内

8
年
生
(
子
ど
も
喜
成
会
趨
市
議
議

会
未
加
入
内
子
ど
も
ム
宮
内
力
は
、
引
い
抑
制

純
に
応
仁
ま
す
J

w
v
拶
加
資

1
人
5
0
0
m円

(
6阿
川

3

日
比
繊
同
級
L
ま
す
〉
を
お
、

7
月
日
1

幻
自
め
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
事
加

銭
安
閑
例
。
閣
徴
税

L
ま
十
。

V
申
込
方
滋

6m幻
自
(
同
月
)
ま
で
に

教
有
問
委
員
企
社
会
教
務
総
内
殺
孫
子
市
拍

子
ど
も
会
育
成
金
漆
絡
協
総
会
事
務
妨

宛
へ
申
し
込
ん
で
〈
だ
さ
い
*

V
中
一
催
我
孫
子
議
子
ど
ゑ
養
成
会

淡
絡
協
織
金

V
削
陣
い
脅
わ
せ
役
会
教
育
課
脊
少
年

付
加
骨

(MW}言
及

1
6
1

h

場

日

凶

牧

欄

間

体

カを会わせて計闘}をやっ k
lfるには

7/3 

7116 
二;~ Iキャンブを殺し〈

新々回・帯住の一部地区

事

争
調
¥

信
機
/

i

点
訳
し
さ
か
な
人
生
l

一
人
よ
り
a

…
人
、
二
人
よ
り
一
ニ
入
、
ぷ
ザ
は
取
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
き
」

wv
嘩
回
開
場
隣
家
に
市
民
間
同
率
銭
布
佐

そ
し
て
三
人
よ
り
人
絡
め
枠
浴
車
躍
が
態
そ
う
い
う
人
逮
を
欽
綴
し
ま
す
a

骨
餓

ま
れ
ば
、
自
然
と
心
も
は
い
す
み
ま
す
a

V

学
習
内
容
*
地
域
的
ニ
と
を
知
ろ

V
学
習
日
時
ら
持
一
部
俊
(
小
ム
)
か
ら
毎

期
憎
し
〈
語
り
合
え
る
伸
附
間
ヴ
く
り
と
、
う
*
い
つ
ま
で
も
務
々
し
く
い
る
た
月
第
4
土
緑
内
ぬ
で
噂
年
間
附
MM
附附山間段。

共
ね
っ
く
り
あ
げ
、
学
よ
議
び
t
T
J
付
か
め
に
キ
諮
し
上
手
、
開
開
会
ヒ
苧
午
的
即
時
時
か
ら
疋
午
ま
で
〈
中
関
内
等

ち
A

甘
い
ま
せ
ん
か
a

象
織
し
〈
暮
ら
す
知
恵
そ
の
州
問
に
よ
り
井
議
持
参
で
午
後
に
わ
た
る
場

会
も
あ
り
ま
す
〕

ザ
路
線
資
仙
時
点
に
布
佐
地
区
珪
び
そ

の
同
周
波
紋
品
院
の
削
歳
以
上
的
方
(
昭
如
刊

3
年
5
n月
l
n
n
M
M紛
然
れ
)

wv
募
集
人
後
初
お
〈
総
裁
殺
多
数
町

場
合
は
抽
選
〕

マ
帯
加
費

2
0
0
0
m門
山
牧
村
絡
め

叫
開
閉
明
は
お
議
)

四
マ
申
し
込
み
官
製
ハ
ポ
キ
い
い
校
一
附
司

中
川
仰
向
、
件
関
、
焦
年
月
日
、
窓
話
番
診

を
明
総
し
、

5
河
川
口
日
(
川
市
印
有
効
)

ま
で
に
我
孫
チ
新
潟
持
、
中
央
公
民
館

「
ニ
と
ぶ
き
学
級
係
L

ヘ

V
問
い
合
わ
せ
中
央
公
船
内
総

官(的叫〉
OSEEPゐ
5

(布佐敷窓)

泌
総
め
仲
間
際
義
一
部
を
実
摘
す
る
た
め
.

学
内
阪
補
地
お
よ
び
そ
の
名
称
の
変
更
等

に
つ
い
て
、
総
務
経
訴
審
議
会
に
務
開
削

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
が
審
議
会

か
ら
接
申
き
れ
ま
し
た
ー

市
で
は
答
串
に
議
づ
い
て
喰
務
総
会

に
住
居
表
示
実
録
め
だ
め
的
学
内
総
城

お
よ
げ
す
ぐ
の
名
称
内
家
臣
民
日
開
す
る
総

裁
を
総
議
す
る
に
あ
た
り
、
4
月
四
日

に悶悶
2
そ
閣
ま
の
よ
う
に
変
更
す
る
議

を
砦
ぶ
し
ま
し
た
}

異

議

の

あ

る

ガ

紘

一

変
獲
の
翁
求
が
で
者
ま
す
一

こ
丹
念
一
一
小
き
札
た
案
に
Mmる
師
、
ま

た
は
学
的
渓
域
内
に
住
所
ゃ
い
有
す
る
均

で
、
中
期
制
練
会
的
議
員
お
よ
び
市
長
的
議

接
ふ
織
を
殺
す
る
方
は
市
長
に
対

L
、
会

一
ぷ
的
臼
的
瑚
胤
悶
か
ら
釦
nn
を
経
遜
す
る

日
ま
で
に
、
そ
の
mw
人
以
上
の
迷
箸
を

も
っ
て
理
由
を
付
け
て
幾
に
持
、
す
る
後

庭
内
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
器
ま
す
。

22 

県
で
は
ャ

S
H月
刊
川
お
か
ら
J
叉
松

戸
田
仇
干
一
則
に
擁
券
事
務
品
川
内
八
万
綴
を
開

設
し
、
旅
券
一
パ
ス
ポ
1

}
〉
総
務
点
化

行
い
ま
す
乙

生
お
、
特
券
の
申
請
は
千
葉
市
約

本
紛
股
が
東
訪
腕
分
室
内
ど
ら
勾
ヂ

も
判
例
で
集
ま
す
が
、
申
請
し
た
場

所
で
受
け
と
ゐ
切
}
と
に
な
り
ま
す
日

ま
た
、
県
南
持
品
、
判
明
北
九
給
停
の
持
味
な
申

誌
は
、
事
訴
後
い

k
な
り
ま
す
。

wv
受
付
時
鰐
均
利
関
門
、
水
、
金
叩
鳴

門
口
(
山
市
ロ
ロ
を
除
く
〉
午
前
同
時
!
日

時
部
分
、
午
後
1
時
i
3
時

制V
轍
務
内
容
般
銭
券
の
車
協
関
4
1

波
及
川
V

交
付
事
務

掛
期
総
か
ら
泊
党
側
閉
ま
で
2
滋
終
程
度

か
か
り
ま
す
。

千葉県旅券事務所

6月20自後}オープン

東葛飾分室
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祭733雪量

害事5関みやめ祭り爽行委員長

小池勇喜ん
{我孫子新E詰}

計
量
器
の
定
期
検
査

便
利
な
口
座
援
替
な

ヲノ

詩

的

年

度

的

養

護

襲

一

査
を
実
絡
し
ま
す
の
で
、
検
灘
金
一

機

へ

お

い

ぞ

く

だ

さ

い

。

一

な
お
、
指
定
自
に
受
検
で
き
な
一

い
場
合
は
導
部
に
議
絡
し
て
く
だ
…
一

さ
い
お

制V
輪

開

審

す

る

も

の

一

捕
許
最
皿
柑
誠
事
4

削
減
資
的
際
…

交
付
し
た
思
議
(
押
印
}
一

端

験

資

帯

数

料

一

wv
附
問
い
合
わ
せ
市
民
銭
信
議
消
一

拍

同

然

治

係

…

脇
陣
容
者
や
河
蹴
来
満
的
扶
養
老
が
い
る

と
裁
機
が
綬
紐
寺
れ
た
り
、
災
察
な
ど

で
保
険
料
が
納
め
る
官
」
、
ど
が
附
悶
臨
時
に
な

っ
た
場
合
で
も
認
め
ん
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
抑
制
説
く
だ
さ
い
。

な
お
今
年
内

4
汚
か
ら
1
年
減
免
除

を
受
け
た
い
万
は
‘

7
月
抗
日
ま
で
に

お
役
一
前
年
余
係
へ
串
綴
し
て
く
だ
さ
い
。

V
持
事
す
る
も
の
年
金
子
媛
、
総
如
、

前
年
放
的
所
得
が
わ
か
る
も
の

£
恥
配
配
制
川
川

J
一

一

鱗

間

は

一

十
違
納
し
よ
う

j
L

保
険
料
的
免
悼
慨
を
受
け
李
す
と
、
将

来
、
老
齢
年
金
を
一
受
け
と
る
時
‘
そ
の

叩
制
問
削
八
万
ど
け
悶
即
時
間
料
者
約
め
た
鳴
か
の

3
分
的
ー
と
な
っ
て
し
ま
い
、
特
来
日
μ

市
安
が
絞
り
ま
す
。

免
除
を
後
け
た
刻
燃
は
、

mw
和
寸
前
ま

で
b

ぞ
か
め
ぽ
っ
て
傑
後
料
を
納
め
ら
れ

る
進
納
と
い
う
縦
だ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

致
活
に
ゆ
と
り
が

rき
た
と
き
は
違
約

す
る
よ
、
ヲ
心
が
け
ま
し
ょ
う
a

開
閥
月
の
野
山
闘
は
、
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、

コ
ブ
シ
、
エ
ワ
ト
魚
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、

カ
ラ
ス
ノ
ず
み
ン
ド
ウ
な
ど
、
審
内
花
々

明
、
綴
わ
っ
た
。
中
で
も
、
淡
紫
色
で
隣

性
約
な
形
を
し
た
タ
チ
ヴ
ポ
ス
ミ
レ
は

一
町
博
で
、
気
回
聞
が
あ
っ
た
。
わ
が
衡
に

は
多
く
の
ス
ミ
レ
が
段
生
す
る
が
、
品
料

係
予
で
は
w

}

め
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
を
よ

〈
出
持
掛
け
る
。

タチツiKスEiレ
〈すみれ科〉

制
帆
作
一
幼
砕
昨
湘
削
に
通
う
4
・
5
品桃山町を

持
つ
擁
護
者
の
お
め
負
担
争
議
く
す
る

た
め
、
市
で
は
抽
出
関
附
畿
同
制
殺
を
支
給
し

て
い
ま
す
α

対
象
と
な
る
の
は
止
の
奨
件
の
す
べ

て
に
綴
仇
討
す
る
同
町
議
替
で
寸
。

川
ゆ
+
市
内
に
務
往
し
て
い
る
ニ
と

m
w
G
R
Z日
数
在
で
ぶ
立
幼
稚
闘
に
、

4
・
5
歳
出
血
栓
泊
四
出
き
せ
て
い
る
よ
と

③
所
得
が
一
定
内
総
額
内
で
あ
る
こ
k

{
T
F

液
帯
開
閉
)

な
お
、
市
内
お
よ
が
校
時
昨
内
私
立
幼

般
隔
酬
に
対
し
て
は
市
で
総
支
い
た
し
ま

す
が
、
市
川
時
の
ね
液
晶
胡
僻
問
機
に
泊
四
っ
て

い
る
閉
山
見
詰
抱
帽
憾
で
き
ま
せ
ん
匂

我
四
時
子
治
・
松
市
・
印
密
町
以
外
の

ね
笈
幼
権
同
組
に
翁
っ
て
い
る
謀
議
殺
mw

H
は
‘
}
線
内
持
〈
ど
さ
い
e

来車齢土撞躍麓襲撃醸
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みい吋 な治浅知筑1 ‘日
ごはす ど用い"~袈
と久hる 与とすチせの

佐
久
間
附
的
性
行
)

諜d
g

ψ

守
浅
荻
加
胤
入
し
て
い
る
健
騨
関
係
険
訂
昨

年

サ

ラ

リ

i
マ
ン
の

E
羽

削

除

*

奥

さ

ん

l

E
じ
納
付
同
種
別
叫
1
き

の

人

話

題

霊

主

主

遺

骨

に

加

入

し

て

付

事

収

書

(

匁

惜

し

議

預

金

属

綴

)

い
る
サ
ラ
リ
ー
す
ン
に
扶
獲
穿
れ
て
い
紘
一
退
職
し
た
人
は
巡
融
制
経
瞬
時
櫛

せ

る

警

ん

は

、

全

員

雪

量

護

者

長

婚

し

て

夫

立

後

に

は

い

る

人

は

huv

と
し
て
談
民
年
会
に
加
入
す
る
こ
と
じ
第
3
珍
察
竺
中
市
役
所
・
お
支
対
日
間
川

合

金

り

ま

し

た

@

襲

警

と

な

る

た

め

き

、
こ
孟
市
へ
習
を
し
て
警
を
受
け
る

1
1
i
u
E
U
U
E
U
-
-
J
-
J

一

時

揮

害

年

金

等

者

一

一

問

委

が

あ

り

ま

す

。

一

受

け

て

い

る

方

一

開
柏
山
山
附
用
紙
は
あ
役
所
年
金
採
に
品

η
…

一

ま

す

の

で

、

ご

主

人

的

勤

務

先

で

義

一

現

況

届

は

一

義
偶
者
で
&
め
る
こ
と
の
証
明
を
受
け
一

5
月

お

お

ま

で

に

一

担
梶
山
山
し
て
く
だ
さ
い
c

事

i
i
¥

-
i
l
i
i
l
i
l
i
-
-
i
l
J

と

の

扇

ま

、

あ

な

た

や

家

族

の

状

態

隊

へ

申

し

込

む

だ

け

(

た

だ

し

.

喜

一

我

孫

xλ
劃

勺

一

越

し

…

な

ど

に

地

鉱

山

が

な

い

か

全

確

か

め

て

初

安

繋

問

問

閥

抗

際

ηま
す
)
白

ト

て

お

昨

た

方

1

3」
品

交

、

年

金

が

受

け

ら

れ

る

か

ど

う

か

申

し

込

ん

だ

続

的

2
か
純
益
ー
か
ら
、

m
i出
品
同
的
中
々
で
姑
削
佼
説
明
地
で
間
開
脳
内
を
み
る
大
切
な
手
続
き
で
す
e

篠

山

闘

が

*

保

険

料

は

拘

自

動

的

い

あ

な

た

の

指

定

阿

部
金
に
数
人
し
て
い
た
人
は
、
問
由
民
年
選
れ
ま
す
と
伺
梶
山
附
さ
れ
る
ま
で
年
金
内
総
間
同
年
金
約
口
座
舷
耕
慨
を
ご
存
知
で
駿
か
ら
初
診
落
と
怒
れ
ま
す
岳
山
引
き
込

食
挙
制
棋
に
料
開
住
所
を
記
入
し
‘
州
市
に
綾
支
払
い
が
議
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
ご
す
か
む
然
険
料
的
納
め
本
れ
や
、
殺
散
と
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
後
日
、
同
部

品
押
し
ま
す
の
で
次
の
も
の
を
持
容
の
フ
総
裁
く
だ
幸
い
。
機
剛
聞
に
滋
か
け
て
納
め
る
手
燃
が
省
汁
険
料
納
付
摘
明
縮
機
(
渡
収
書
に
か
わ

え
校
紛
掛
『
薬
品
a
印
税
き
を
お
縦
い
し
ま
す
a

統
制
山
田
相
的
問
紙
は
、

w
b
月
初
め
附
明
、
た
い
へ
ん
儀
相
刊
で
す
。
ぜ
ひ
、
口
恋
銀
る
も
の
〉
を
送
付
し
ま
す
的
で
τ

大
官

構
苧
続
象
に
必
饗
一
な
も
の
一
夫
総
2
人
〉
お
滋
砂
し
ま
す
的
寸
、
恋
し
〈
ご
総
入
品
骨
密
ご
利
用
m
く
だ
さ
い
6

円
い
鍬
管
し
て
お
い
て
く
山
に
さ
い
ロ

本
年
金
手
紛
ら

2E年
金
と
豪
年
金
的
、
?
?
ひ
易
自
ま
で
に
間
関
係
年
金
申
し
込
み
は
燃
単
品
市
民
年
金
子
酬
明
、

l
i
l
-
-
j
i
l
lノ

へ

あ

る

だ

け

率

い

蒙

金

係

へ

後

お

し

て

く

だ

さ

い

。

聖

護

、

室

印

を

持

っ

て

金

融

機

一

納

め

ら

れ

な

い

…

i
-
i
j
i
l
-
-き
i
t
s
t
i
-
-
i
i
z
i
z
-
-
i
i
t
!
i
i
i
iと
と

き

は

一

一
十
免
除
綴
識
を

L

一

維

機

伊

勢

多

開

臨

時

醐

鞠

耕

輔

自

里

離

て

い

人

5、
思
い
が
け
な
い
事

務
惣
財
務
噌
錯
猷
韻
錯
誤
輔
コ
詳
し
立
計
れ
れ

同
り
ま
す
。
こ
ん
な
時
的
た
め
に
然
品
開
科

6
約
河
内
市
内
的
お
祭
り
と
い
え
ば
、
そ
の
た
め
に
も
、
滋
紛
か
ら
キ
ャ
ラ
昨
年
め
来
場
者
数
試
日
万
人
(
主
催
準
儀
に
あ
た
っ
て
い
る
。
一
の
免
除
制
附
疫
が
あ
り
ま
す
匂

あ
や
め
綴
り
D

今
年
も
色
鮮
や
か
な
E

パ
ン
胸
部
を
結
成
。
畿
内
や
協
磐
縁
滋
綿
品
偶
発
表
)
で
、

4
年
筋
肉
約
2
僚
に
鯵
今
年
は
・
裁
か
ら
苧
賀
川
伯
心
部
五
…
保
険
料
の
免
除
は
、
所
得
が
低
い
な

お
O
M旭
町
銭
高
喧
閣
の
開
花
に
あ
わ
せ
、
の
閥
抗
告
総
り
、
チ
ラ
シ
を
配
る
な
νへ
い
ま
で
は
、
中
市
外
的
人
絡
に
も
知
ら
れ
衡
感
会
も
同
閥
均
潟
工
会
内
パ
プ
ク
一
立
定
的
磁
場
に
あ
て
詰
ま
っ
て
い
る

8
同月
S
呂
か
ら
本
生
日
械
物
附
聞
を
中
心
に

P
R活
動
じ
は
カ
を
入
れ
て
診
た
の
る
と
こ
み
と
な
っ
て
い
る
E

ア
ッ

γ
も
期
待
で
き
る
在
い
う
ロ
叫
場
合
に
認
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
家
紋
じ

替

り

が

間

態

き

れ

る

。

そ

向

か

い

あ

っ

て

か

‘

魅

力

あ

ふ

れ

新

し

い

A
M
磁
を
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
、
小
織
宰
ん
は
、
や
賀
認
の
ほ
と
り
一

こ
の
あ
や
め
祭
り
寺
霊
会
委
員
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
よ
り
楽
し
い
警
に
し
て
い
き
た
い
と

E
7主
主

絞

殺

を

言

。

一

府
知
に
今
年
総
H

枕
し
た
的
が
、
小
泌
一
喝
さ
先
ご
ろ
娘
が
行
っ
た
時
房
総
の
畿
カ
5

い
う
小
池
委
頁
艇
の
も
と
、
議
行
祭
政
普
段
か
ら
苧
策
制
的
丹
陶
然
を
飢
で
附
昭
一

ん
〈
伐
採
子
新
問
問
vm

小
泌
さ
ん
は
、
山
市
川

0
0
遜
h

に

も

選

ば

れ

た

り

金

時

メ

ン

バ

i
も
…
致
問
凶
縁
。
犠
り
の
と
て
い
る
だ
け
に
、
手
資
柏
市
を
愛
す
一

り

が

始

ま

っ

た

時

か

ら

実

行

袋

頁

余

円

い

る

筑

符

ち

は

、

人

一

徳

川

明

い

。

向

指
開
吋
念
総
・
連
常
じ
た
ず
さ
わ
っ
て

1

字
削
民
沼
は
、
会
開
闘
で
散
も
一

長

ん

診

察

醤

な

人

的

び

と

り

で

、

み

搾
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